
Q.自宅での療養生活を「希望しない」理由

住民基本台帳に登録されている40歳以上の住民1,000人を無作為
抽出。回答542人。
アンケート結果は町ホームページに掲載しています。

Q.
終末期に、自宅での
療養生活を
希望しますか

在宅医療・介護に関する調査

希望する
149人

（27.5％）
わからない
158人

（29.2％）

希望しない
224人

（41.3％）

その他 ４人
（0.7％）

未回答 7人
（1.3％）

0 50 100 150 200
人

224
人

12人（1.9％）

2人（0.3％）

120人（19.3％）

49人（7.9％）

54人（8.7％）

68人（30.44％）

62人（10.0％）

63人（10.1％）

12人（5.4％）

2人（0.9％）

120人（53.6％）

（複数回答）

49人（21.9％）

54人（24.1％）

68人（30.4％）

62人（27.7％）

63人（28.1％）

192人（85.7％）

未回答

その他

病院施設が安心
訪問看護等の体制が
整うか不安
訪問してくれる医師が
いるかわからない

看てくれる人がいない

緊急時の対応

経済的な負担

家族に負担がかかる
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在宅での
医療と介護

▲訪問看護サービスを受ける小原イへさん（左）と娘さん（中央）
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介
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介
護
保
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は
、
９
月
末
現
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８
２
９
人
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、
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介
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０
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町
で
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今
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の
７
月
に
在
宅
医

療
・
介
護
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
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し
ま
し
た
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か
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の
質
問
で
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と
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た
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た
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が
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い
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一
方
、
厚
生
労
働
省
の
調
査
に

よ
る
と
、
国
民
の
60
％
以
上
が
、

終
末
期
は
自
宅
で
の
療
養
を
望
ん

で
い
る
と
の
デ
ー
タ
が
あ
り
ま

す
。
自
宅
で
の
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養
を
望
み
な
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ら
も
、
在
宅
医
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介
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が
ど
の

よ
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な
も
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分
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な
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囲
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え
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し

　病気を抱えても、住み慣れた生活の場で療養し、自分らしい生
活を続けたい。今回は、自宅にいながら医療や介護サービスを受
ける在宅医療・介護について、ご紹介します。



特集　このまちで暮らす 生きる
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利用者の声

▲部屋には目で楽しめる工夫も

な
い
方
が
多
く
い
る
よ
う
で
す
。

在
宅
医
療
・
介
護
の
利
点
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た
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よ
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が
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と
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。

　

し
か
し
家
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が
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に
わ

た
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て
介
護
を
行
う
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神
的
・
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体
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な
負
担
が
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き
く

な
る
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で
、
専
門
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と
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し
て

無
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の
な
い
プ
ラ
ン
を
立
て
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　　
超
高
齢
社
会
の
日
本
は
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今
後

も
医
療
や
介
護
を
必
要
と
す
る
人

が
大
き
く
増
加
す
る
こ
と
が
予
測
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れ
ま
す
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を
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え
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と
な
か
な

か
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。
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、
地
域

の
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専
門
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の
人
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が
連

携
を
取
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な
が
ら
、
在
宅
で
の
療

養
を
支
え
て
い
く
た
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の
取
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組
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を
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進
し
て
い
く
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と
が
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要

に
な
り
ま
す
。

　
在
宅
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介
護
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の
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と
な
り
、
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談
窓
口

と
な
る
の
が
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
す
。
在
宅
医
療
・
介
護

に
つ
い
て
の
要
望
や
悩
み
事
が
あ

れ
ば
、
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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　母は外に出かけるのが好きで、90歳くらいま
でバイクに乗ったり、ゲートボールにも参加して
いました。しかしゲートボールの最中に転倒し、
杖での生活になり、いまは寝たきりです。介護認
定は一番重い要介護５で、４年ほど前からさまざ
まな医療・介護サービスを利用しています。
　現在は月に一度、東庄病院の先生が訪問診療し
てくれます。訪問看護サービスは週に一度、健康
チェックや口腔ケア、排便管理、傷や床ずれの処
置などをお願いしています。寝たきりの母を病院
へ連れて行くのは大変なので、家で専門家に処置
してもらえるのは助かりますね。相談にも乗って
もらっています。
　介護サービスは、ほぼ毎日ホームヘルパーの方
に来ていただき、排せつの支援をお願いしていま
す。デイサービスを週２日、また月に１～2度、
10日間ほどショートステイにも行っています。

もともと出かけることも、人と会うことも好きで
したので、本人も楽しんでいるようです。私も母
が介護サービスを利用しているときには、自分の
時間を楽しむようにしています。
　食べ物は飲み込みやすいようにおかゆと、ミキ
サーにかけたおかずを７つほど用意し、飽きない
ようにしています。はじめは分からない、知らな
いことだらけで不安でしたが、できることは自分
でやり、できないことはケアマネジャーの方と
相談しながら、
在宅医療・介護
サービスを利用
し て い ま す 。
母には頑張って
105歳を目指し
てほしいと思っ
ています。

寝たきりの母を介護する小原さん

地域包括ケアの５つの構成要素
　地域包括ケアシステムは、住まい・医療・介護・予防・
生活支援の５つが相互に関係しながら、一体的に提供さ
れます。本人の選択が重視され、本人・家族がどのよう
な心構えを持つかを基礎ととらえ、生活の基盤となる「住
まい」、その中で満たされる「介護予防・生活支援」、専
門的なサービスである「医療・看護」「介護・リハビリテー
ション」「保健・福祉」が効果的にかかわり、尊厳ある
自分らしい暮らしの実現を支援しています。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

中
心
的
な
役
割
を
担
う

102歳の母を介護する小原さんに在宅医療と
介護について、伺いました。

不安のあった介護生活を
周囲の支えで楽しみながら

Interview


